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1.(仮称)南部コラボセンター基本構想について（概略） 

 ・豊中市の南部地域(名神高速道路以南)に散在する、老朽化した公共施設の再整備。 

→市民の利便性に配慮した複合化･多機能化 

 ・生涯学習、文化創造、行政サービス、市民活動の拠点施設づくり。 

→地域活性化、地域課題解決に貢献する拠点 

 市民・事業者・行政・NPO などが、お互いに連携しながら事業展開 

  

2.「魅力ある学校」づくりに向けた「(仮称)南部コラボセンター」の役割 （基本構想より） 

 1.基本方針 

   「地域の教育環境の再編と連携･連動して地域ぐるみの教育に取り組む」 

     →「教育環境の再編」＝教育委員会の「魅力ある学校」づくりに向けた取り組み 

 2.事業展開 

   ・学校等の後方支援 

     (例)学力向上支援事業‐放課後や休日、公共施設を活用した学習事業 

       キャリア教育‐勤労観や職業観を育み、主体的に進路を選択し 

社会人として自立できる力を育む 

       体験的学習‐豊かな人間性を育む 

   ・こどもの居場所、交流の場づくり 

    自習や趣味に打ち込める場 

    友だちづくり・出会いづくりの場 

 

3.「魅力ある学校」づくりに向けた取り組みについて 

   ～(仮称)南部コラボセンター基本構想「モデル事業」～ 

①学力向上支援事業（日曜学習） 

  ②夏休み学習サポート事業 

  ③小･中学生を対象とした体験的学習講座 

    (例)科学教室 

      美術教室（陶芸・絵画教室） 

      手芸教室 

       ・指編みでシュシュづくり      ・どんぐりペンダント 

・モールでつくるフラワーリング   ・ビーズアクセサリーづくり など 

      料理講座 

・クリスマスケーキづくり   

・バレンタインチョコレートづくり など 

 


